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特集ページの意見交換会は、新型コロナウイルス
感染拡大防止対策のため延期いたしました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        市議会だより　第 164 号 ２

◎
大
月
市
税
条
例
中
改
正
の
件

今定例会の議案　　　　　　　　　　　　　　　

条            

例

３ 　  市議会だより　第 164 号

  

主
な
議
案
の
内
容

◎
令
和
３
年
度　
大
月
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

◆
歳
入

〇
ふ
る
さ
と
大
月
応
援
寄
附
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
円

〇
衛
生
費
国
庫
補
助
金

　
　
　

２
、  

４
２
７
万
１
千
円

◆
歳
出

〇
閉
校
跡
地
管
理
経
費

  （
畑
倉
小
学
校
屋
内
運
動
場
解

体
工
事
費
等
）

　
　
　

２
、  

８
１
９
万
４
千
円

〇
学
校
施
設
営
繕
工
事
（
猿
橋

小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
降
所

改
修
工
事
）

　
　
　
　
　

１
、  

３
９
７
万
円

◎
令
和
３
年
度　
大
月
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

◆
歳
出

〇
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
等　

　
　
　
　
　
　
　

93
万
８
千
円

予　
算
（ 

補   

正 

）　　

　

納
税
者
の
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
、
軽
自
動
車
税  （
種
別

割
）
の
納
期
に
つ
い
て
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

○
改
正
内
容

  「
４
月
11
日
か
ら
同
月
30
日
」

ま
で
を
「
５
月
１
日
か
ら
同
月

31
日
ま
で
」
に
改
正

◎
令
和
３
年
度　
大
月
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

◆
歳
出

〇
障
害
者
自
立
支
援
事
業

　
　
　
　
　

１
、  

０
３
２
万
円

〇
が
ん
ば
ろ
う
大
月
休
業
等
要

請
協
力
支
援
金
事
業

　
　
　
　
　

１
、  

９
２
０
万
円

〇
が
ん
ば
ろ
う
大
月
新
規
事
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
万
円　

 ⃝

総
務
産
業
常
任
委
員
会

 ⃝

社
会
文
教
常
任
委
員
会

大
月
市
議
会 

令
和
３
年
第
４
回
（
９
月
）
定
例
会

こ
ん
な
事
が
決
ま
り
ま
し
た

                                                         

９
月
１
日
～
９
月
30
日
（
30
日
間
）

　
市
長
提
出

● 

条
例
案
件
・
・
・
・
・
・
・  

１
件

● 

補
正
予
算
案
件
・
・
・
・
・  

３
件

● 

決
算
認
定
・
・
・
・
・
・
・  
９
件

 　
議
会
提
出

● 

請　
　
願
・
・
・
・
・
・
・  

２
件

● 

意
見
書
案
・
・
・
・
・
・
・  

３
件

常
任
委
員
会
の
様
子

防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て

（
建
設
課
）

Ｑ　
防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て
、

　
　
県
へ
の
働
き
か
け
は
。

Ａ　

急
傾
斜
地
に
つ
い
て
は
、

　
　

毎
年
数
件
の
要
望
書
を
上

　
　

げ
て
お
り
、
新
し
く
採
択

　
　

も
さ
れ
て
い
ま
す
。
流
域

　
　

治
水
、
河
川
の
事
業
も
あ

　
　

り
ま
す
が
、
大
月
市
の
場

　
　

合
は
ほ
と
ん
ど
急
傾
斜
地

　
　

と
し
て
山
梨
県
に
要
望
し

　
　

て
い
ま
す
。
治
山
関
係
も

　
　

や
は
り
同
じ
よ
う
に
要
望

　
　

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

戸
別
受
信
機
に
つ
い
て

（
総
務
管
理
課
）

Ｑ　
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受

　
　
信
機
に
関
し
て
補
正
予
算

　
　
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
申
し
込
み
の
状
況
は
。

Ａ　

広
報
等
で
戸
別
受
信
機
設

　
　

置
の
ご
案
内
等
も
し
ま
し

　
　

た
が
、
ま
だ
ア
ナ
ロ
グ
の

　
　

戸
別
受
信
機
を
使
用
し
て

　
　

い
て
手
続
き
を
せ
ず
、
そ

　
　

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
所

　
　

や
、
デ
ジ
タ
ル
工
事
が
終

　
　

わ
り
ま
し
た
が
、
無
線
が

　
　

聞
こ
え
に
く
い
と
い
う
所

　
　

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に

　
　

対
応
す
る
た
め
、
補
正
予

　
　

算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
　
と
、
戸
別
受
信
機
の
予
算

　
　
化
を
共
に
行
っ
て
い
く
方

　
　
向
で
考
え
た
方
が
良
い
と

　
　
思
う
が
。

Ａ　

予
算
等
検
討
し
て
い
き
た

　
　

い
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
大
月
応
援
寄
附
金
に

つ
い
て
（
企
画
財
政
課
）

Ｑ　
返
礼
品
は
フ
ル
ー
ツ
な
ど

　
　
の
食
品
類
が
人
気
で
す
が
、

　
　
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い

　
　
る
の
か
。
国
の
制
限
が
強

　
　
く
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

Ａ　

市
町
村
の
意
向
に
よ
っ
て
、

　
　

県
の
共
通
返
礼
品
と
し
て

　
　

扱
っ
て
よ
い
と
い
う
こ
と

　
　

で
あ
れ
ば
、
生
産
し
て
い

　
　

な
い
市
町
村
で
も
扱
え
る

　
　

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

　
　

ま
す
。
各
市
町
村
の
意
向

　
　

が
毎
年
同
じ
だ
と
い
う
こ

　
　

と
は
確
約
出
来
て
い
ま
せ

　
　

ん
の
で
、
昨
年
か
ら
市
内

　
　

で
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
栽
培

　
　

を
し
て
い
た
だ
け
な
い
か

　
　

農
家
さ
ん
と
話
を
さ
せ
て

　
　

も
ら
い
、
市
内
の
遊
休
農

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
家
族

へ
の
対
応
に
つ
い
て

（
子
育
て
健
康
課
）

Ｑ　
家
族
全
員
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
ル
ス
に
感
染
し
て
し
ま
っ

　
　
た
時
に
、
子
供
を
み
る
人

　
　
が
い
な
い
場
合
の
対
応
は
。

Ａ　

県
、
保
健
所
で
対
応
し
て

　
　

い
た
だ
い
て
お
り
、
県
立

　
　

中
央
病
院
や
宿
泊
療
養
施

　
　

設
に
家
族
全
員
で
行
っ
て

　
　

い
た
だ
く
状
況
で
す
。

Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
の
予
約
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
（
子
育
て
健
康
課
）

Ｑ　
送
信
さ
れ
る
情
報
が
読
ん

　
　
だ
時
に
分
か
り
づ
ら
い
と

　
　
の
声
が
多
く
、
分
か
り
や

　
　

す
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

請            

願　
　

◎
加
配
定
数
の
振
り
替
え
に
よ

ら
な
い
小
学
校
35
人
学
級
の
実

施
、  

中
学
校
で
の
35
人
学
級
の

実
施
、
教
職
員
定
数
改
善
、
及

び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願
書

◎
子
ど
も
の
歯
科
矯
正
に
保
険

適
用
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

○
趣
旨
の
必
要
性
を
認
め
、
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
関
係
省

庁
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
ン
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

　
　
い
。

Ａ　

私
達
が
分
か
っ
て
い
る
か

　
　

ら
、
皆
さ
ん
も
分
か
っ
て

　
　

い
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ

　
　

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は

　
　

気
を
つ
け
て
情
報
発
信
し

　
　

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
土
地
に
つ
い

て
（
学
校
教
育
課
）

Ｑ　
契
約
時
期
と
価
格
、
今
後

　
　
の
価
格
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
の
考
え
は
。

Ａ　

借
地
に
つ
い
て
は
、
地
権

　
　

者
４
名
か
ら
お
借
り
し
、

　
　

総
額
で
５
０
０
万
円
を
超

　
　

え
る
額
に
な
り
ま
す
。
契

　
　

約
に
つ
い
て
は
20
年
契
約

　
　

で
、
平
成
19
年
に
締
結
を

　
　

し
ま
し
た
。
今
後
の
こ
と

　
　

で
す
が
、
借
地
し
て
い
る

　
　

他
の
部
署
の
状
況
を
勘
案

　
　

す
る
中
で
教
育
委
員
会
だ

　
　

け
、
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
け

　
　

で
は
な
く
、
足
並
み
を
揃

　
　

え
た
形
で
対
応
し
て
い
き

　
　

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

        

軽
自
動
車
税
の
納
期

軽
自
動
車
税
の
納
期

  
が
変
わ
り
ま
す

が
変
わ
り
ま
す

　
　

地
で
フ
ル
ー
ツ
を
作
っ
て

　
　

い
た
だ
い
て
、
ふ
る
さ
と

　
　

納
税
の
返
礼
品
に
出
品
し

　
　

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う

　
　

よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て

　
　

い
る
状
況
で
す
。

Ｑ　
更
に
増
え
て
く
る
と
思
う

　
　
の
で
、
メ
ー
ル
等
の
周
知
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令和２年度決算を認定！
・決算審査と予算審査の違い【議会の役割】

　　税金の使い方を決めるのが予算審査、決算審査は　　　　
　使われた結果を検証し、今後の予算編成や行財政運
　営の改善に役立てる大切な意義があります。

委員長
鈴 木 基 方

副委員長
棚 本 晃 行

　「決算状況の詳細は広報おおつき 10 月号をご覧ください」

令
和
２
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会　
委
員
長
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
９
案
件
を
審
査

す
る
た
め
、
９
月
24
日
、
27
日
、
28

日
の
都
合
３
日
、
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

審
査
の
経
過
と
し
ま
し
て
は
、
監

査
委
員
か
ら
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
た
後
、
課
等
部
署
別
の

審
査
と
し
、  

担
当
部
課
長
等
か
ら
説

明
を
求
め
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

審
査
終
了
後
、
各
決
算
認
定
別
に

採
決
を
行
い
「
認
定
第
１
号　

令
和

２
年
度
大
月
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
の
件
」
か
ら
「
認
定
第
９

号　

令
和
２
年
度
山
梨
県
東
部
広
域

連
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

の
件
」
ま
で
、
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
認
定
す
る
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　

審
査
の
過
程
で
、
各
委
員
か
ら
多

く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
内
、
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す

と
、
ま
ず
１
点
目
は
、
小
中
学
校
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
で
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
環
境
整
備
と
し
て
、

一
人
一
台
端
末
、
電
子
黒
板
の
設
置
、

校
内
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
環
境

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
め
の

う
な
事
態
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
、
市
長

に
対
し
、
今
後
、
速
や
か
な
原
因
究

明
と
再
発
防
止
等
、
必
要
な
措
置
を

講
じ
、
議
会
に
対
し
、
そ
の
報
告
を

す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

以
上
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
今
後
の

行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
お

願
し
、
誠
に
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

決算審査特別委員会における主な論点 Q ＆Ａ　　

　公金等管理適正化について　　　　　　　　　
　

   

　学校ＩＣＴについて　　　　　　　　　　　　
　

　
    

　ふるさと納税について　　　　　　　　　　　　　　
　

    
   

　官製談合防止について　　　     　　　　　　    
　

　

　　　　　　　　
　　　　

　不能欠損処理について　　　　　　　　　　　
　

   

　財政状況について　　　　　　　　　　　　　
　

　
　

対
応
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
で
環
境

整
備
が
終
了
し
た
こ
と
は
、
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

情
報
活
用
能
力
の
向
上
の
た
め
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

等
へ
の
対
応
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
児
童
生
徒
一

人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
図
れ

る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本

市
の
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
令
和
２

年
度
は
、
約
７
億
６
、  

７
０
０
万
円

と
昨
年
よ
り
更
な
る
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
返
礼
品
を
更
に
追
加
し

た
こ
と
や
担
当
課
等
に
お
け
る
努
力

の
成
果
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
、
創
意
工
夫
を
図
り
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
増
額
に
向
け
て
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

３
点
目
は
、
福
祉
課
の
審
査
に
お

い
て
、
障
害
支
援
区
分
認
定
の
事
務

処
理
に
、
不
適
切
な
取
扱
い
が
あ
っ

た
と
の
報
告
が
あ
り
、
現
在
調
査
中

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
不

適
切
な
事
務
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
変
遺
憾
で
あ
り
、
二
度
と
こ
の
よ

Ｑ　昨年度問題とな
ったシルバーお出か
けパスの現金の処理
はどうなっているか。

Ｑ　県内において官     製談合事件が起きて
いるが、大月市の談
合防止策はどのよう
な策か。

Ｑ　当初より 1 年前
倒しで整備できたと
いうことですが、教
育委員会では、授業
の取り組みとして、
授業参観などはして
いるか。

Ｑ　監査委員から不
納欠損処理は安易に
してはならないと指
摘されているが、ど
のような対応をして
いるのか。

Ｑ　組織機構改革で　　　　　企画担当の一人がふ
るさと納税の専任と
なり、これだけの成
果があるのなら、も
っと強化したらどう
か。

Ｑ　起債許可団体を
脱出し、危機的状況
を脱したと認識して
いるが、いかがか。
また、財政調整基金
の目標額は。

Ａ　危機的状況か答は差し控えるが、他市の状
況と比較しても依然として厳しいと認識してい
る。財政調整基金の目標は、概ね標準財政規模
の 2 割くらいと考えている。11 億円を目安にし、
その先には 15 億円を目標としています。

Ａ　シルバー及び障害者お出かけパス利用者負
担金につきましては、３月中に利用者より預か
りました現金は、納入のあった日ごとに毎回、
令和２年度の雑入に入金し、年度当初には新年
度の適正な科目に科目更正を行い、できる限り
現金を保管しないような方法に変え、これを実
践しました。

Ａ　談合情報マニュアル、入札監視委員会設置
要綱があり、入札に関する談合情報があった場
合には公正入札調査委員会を招集することにな
っています。大月市では５千万円以上の契約は
一般競争入札にしており、指名競争入札におい
ては、指名した業者の理由は説明できるように
なっています。

Ａ　教育委員の学校訪問を春・秋の年２回実施
していますが、その中で授業の風景を見させて
いただいています。また、各学校の代表と教育
長・教育委員会の職員を含めてＩＣＴ担当者会
を組織し、情報共有をする中で、いろいろな対
応等わからない点を補ったりしています。

Ａ　県の指導も受け、口座差押などを厳しく行
っている。機械的に処理すると実績も上がるが、
安易な処理とならないよう丁寧な対応を心がけ
ている。徴収困難な要因は、納税義務者の死亡
 ・法人の倒産・個人の生活困窮等があり、監査
委員より厳正な対応を求められているので、個
々の状況に即して対応しています。　

Ａ　専任が一人ではあるが、課長を含め４人で
進めており単純に増やしたからと言って、成果
が出るとも思っていません。今後状況を見なが
ら検討します。
  《ふるさと大月応援寄附金実績》
  ・令和元年度　約３億９千万円
  ・令和２年度　約７億６千万円
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条例 第 53 号  大月市税条例中改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

補正
予算

第 54 号  令和３年度　大月市一般会計補正予算（第４号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決第 55 号  令和３年度　大月市介護保険特別会計補正予算（第１号）

第 56 号  令和３年度　大月市一般会計補正予算（第５号）

決算
認定

認定第１号  令和２年度　大月市一般会計歳入歳出決算認定の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第２号  令和２年度　大月市大月短期大学特別会計歳入歳出決算 
 認定の件

認定第３号  令和２年度　大月市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
 認定の件

認定第４号  令和２年度　大月市簡易水道特別会計歳入歳出決算認定
 の件

認定第５号  令和２年度　大月市下水道特別会計歳入歳出決算認定の
 件

認定第６号  令和２年度　大月市介護保険特別会計歳入歳出決算認定
 の件

認定第７号  令和２年度　大月市介護サービス特別会計歳入歳出決算
 認定の件

認定第８号  令和２年度　大月市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
 算認定の件

認定第９号  令和２年度　山梨県東部広域連合一般会計歳入歳出決算　
 認定の件

請願
第１号

 加配定数の振り替えによらない小学校 35 人学級の実施、 
 中学校での 35 人学級の実施、教職員定数改善、及び義
 務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

第２号  子どもの歯科矯正に保険適用の拡充を求める請願

意見書

第１号
 加配定数の振り替えによらない小学校 35 人学級の実施、 
 中学校での 35 人学級の実施、教職員定数改善、及び義
 務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決第２号  子どもの歯科矯正に保険適用の拡充を求める意見書

第３号  コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充
 実を求める意見書

６　  市議会だより　第 164 号 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市議会だより　第 164 号 ７

市議会のページは
　  コチラから

※意見書の内容につきましては、大月市のホームページをご覧ください。

９月定例会　　代表質問・一般質問             
　代表質問　（１）西室　衛議員　（大月改新の会＆公明）　　     　７ページ 
　　　　　①ふるさと納税による今年度の寄附額の見通しは　　　
　　　　　②大月バイパス完成後の市街地活性化策は　　
　　　　　　（２）奥脇一夫議員　（山と川の街大月）　　            　 ８ページ　 
　　　　　①市役所本庁舎の建て替えの考えは
　　　　　②市内優良農地の荒廃対策として、ザクロ栽培に対し、市の支援は　　
　一般質問　（３）藤本　実議員　（日本共産党　所属）　　 　  　 ９ページ
　　　　　①市内事業者の経営状況をどう認識しているか
　　　　　②大月市のまん延防止等重点措置への支援策は　　
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代  

表  

質  

問
大月改新の会＆公明

西室　衛

Q 

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
今
年

Q 

度
の
寄
附
額
の
見
通
し
は

A 

昨
年
度
の
寄
附
額
を
上
回
る

     

よ
う
努
め
る

問
１
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
今
年
度
の
寄
附
額
の
見

通
し
は
。

２
、
返
礼
品
の
工
夫
と
大

月
の
魅
力
の
発
信
が
大
事

で
す
。
新
た
な
返
礼
品
の

開
発
状
況
は
。

３
、
電
子
感
謝
券
の
具
体

的
な
内
容
と
活
用
方
法
は
。

答

　

ふ
る
さ
と
大
月
応
援
寄
附
金

は
、
令
和
２
年
度
７
億
６
、  

６

９
３
万
９
、  

０
０
０
円
と
順
調

に
推
移
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
９
月
現
在
、
昨
年
の

同
時
期
と
比
較
す
る
と
６
割
程

度
で
昨
年
度
を
下
回
る
状
況
で

あ
る
た
め
、
新
た
な
返
礼
品
の

開
発
な
ど
寄
附
額
の
増
加
策
を

講
じ
、
昨
年
度
の
寄
附
額
を
上

回
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 　

次
に
、
新
た
な
返
礼
品
の
開

発
状
況
に
つ
い
て
で
す
。
昨
年

度
よ
り
新
た
な
特
産
品
開
発
に

対
し
、
補
助
率
４
分
の
３
、
上

限
30
万
円
を
助
成
す
る
制
度
を

設
け
、
３
団
体
が
新
た
な
特
産

品
の
開
発
に
成
功
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
電
子
感
謝
券
の
具
体

的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
で
す
。

電
子
感
謝
券
と
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
支
援
サ
イ
ト
で
あ
る
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
の

一
つ
で
、
自
治
体
に
寄
附
し
た

寄
附
額
の
30
％
分
を
ポ
イ
ン
ト

で
受
け
取
り
、
決
済
と
同
時
に

電
子
感
謝
券
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

即
時
に
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

な
た
め
、
非
常
に
便
利
な
ツ
ー

ル
と
な
り
得
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
１
、
大
月
バ
イ
パ
ス
完
成

へ
の
進
捗
状
況
は
。

２
、
バ
イ
パ
ス
完
成
後
の

大
月
橋
の
改
築
計
画
は
。

３
、
大
月
バ
イ
パ
ス
の
完

成
後
の
市
街
地
活
性
化
策

は
。

答
産
業
建
設
部
長

　

令
和
２
年
度
中
の
供
用
開
始

予
定
で
し
た
が
、
令
和
元
年
10

月
の
台
風
19
号
に
よ
る
影
響
及

び
工
事
区
間
内
に
お
い
て
想
定

以
上
の
巨
石
が
多
数
出
現
し
掘

削
作
業
の
施
工
効
率
が
低
下
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
施
工
方
法

の
見
直
し
を
行
い
、
完
成
は
令

和
４
年
春
頃
の
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
は
、
大
月

バ
イ
パ
ス
の
全
線
開
通
の
早
期

実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
事

業
主
体
で
あ
り
ま
す
国
土
交
通

省
に
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
完
成
後
の
大
月
橋
改

築
計
画
に
つ
い
て
で
す
。
現
道

の
大
月
橋
に
つ
き
ま
し
て
も
、

保
全
状
況
等
の
確
認
を
す
る
中

で
、
要
望
事
項
を
精
査
し
な
が

ら
移
管
協
議
を
進
め
て
い
く
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
完
成
後
の
市
街
地
活

性
化
策
に
つ
い
て
で
す
。
大
月

バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通
し
ま
す

と
、
現
道
へ
の
交
通
負
荷
の
軽

減
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

大
月
市
街
地
に
お
い
て
の
大
型

車
両
等
の
通
過
交
通
の
流
入
抑

制
や
駐
車
規
制
の
緩
和
等
が
可

能
と
な
り
、
今
後
は
、
地
元
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
回

遊
性
の
あ
る
拠
点
と
し
て
の
ま

ち
づ
く
り
を
検
討
す
る
中
で
、

市
街
地
の
活
性
化
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
部
長

大
月
バ
イ
パ
ス
完
成
後

の
市
街
地
活
性
化
策
は

Ｑ
地
元
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
回
遊
性
あ
る
拠
点

と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り

を
検
討
す
る

Ａ

早
期
完
成
が
待
た
れ
る
大
月
バ
イ

パ
ス



山と川の街大月
奥脇　一夫

Q 

市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え

Q 

の
考
え
は

A 

新
年
度
に
は
、
再
度
基
本
構

     

想
の
策
定
に
着
手
し
た
い

市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替

え
は
現
在
地
か
、
或
い
は
、

現
在
地
の
近
く
に
建
設
す

べ
き
と
思
う
が
、
如
何
か
。

防
災
の
観
点
か
ら
、
ま
た

市
民
と
職
員
の
命
を
守
る

た
め
に
も
早
急
な
対
応
を
。

替
え
る
場
合
に
は
、
敷
地
面
積

が
狭
く
、
駐
車
場
確
保
も
難
し

い
状
況
で
あ
り
、
隣
接
す
る
小

学
校
の
児
童
の
登
下
校
に
お
け

る
安
全
確
保
が
課
題
と
考
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
仮
設
庁
舎

建
設
が
必
要
と
な
り
、
代
替
施

設
の
確
保
が
課
題
と
な
り
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
現
在
の
庁
舎
周
辺
で

は
、
広
い
空
き
地
等
が
な
い
こ

と
か
ら
、
用
地
取
得
や
補
償
に

代  

表  

質  

問

多
大
な
費
用
が
必
要
で
あ
る
と

推
測
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
議
員
ご
指

摘
の
と
お
り
、
市
庁
舎
は
市
民

の
生
命
を
守
る
た
め
の
要
と
な

る
重
要
な
施
設
と
い
う
認
識
を

し
っ
か
り
と
持
ち
、
新
年
度
に

は
、
再
度
基
本
構
想
の
策
定
に

着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市議会だより　第 164 号 ８

産
業
建
設
部
長

答

答

市
長

市
内
優
良
農
地
の
荒
廃
対

策
と
し
て
、
付
加
価
値
の

あ
る
ザ
ク
ロ
栽
培
は
、
実

現
可
能
な
政
策
と
考
え
ま

す
が
、
如
何
か
。

ま
た
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
支
援
が
で
き
る
か
。

国
内
で
も
生
産
量
が
非
常
に
少

な
い
果
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

将
来
の
付
加
価
値
を
期
待
し
て

の
栽
培
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

市
と
し
ま
し
て
は
、
荒
廃
農

地
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
農
地

を
有
効
に
利
用
し
収
益
性
の
高

い
農
作
物
を
栽
培
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
業
の
高
付
加
価
値
化

等
を
推
進
す
る
取
組
な
ど
に
つ

い
て
後
押
し
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
大
月
市
と
し
て
ど
の

よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
に
つ

い
て
は
、
農
作
物
を
栽
培
す
る

に
は
、
ま
ず
は
農
地
の
用
意
が

必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
個
人

や
法
人
の
方
が
農
地
を
売
買
ま

た
は
、
賃
貸
す
る
場
合
に
は
、

農
地
法
に
基
づ
き
農
業
委
員
会

等
の
許
可
を
受
け
る
方
法
、
も

し
く
は
農
業
基
盤
強
化
法
に
基

づ
き
市
が
定
め
る
農
用
地
利
用

集
積
計
画
に
よ
り
権
利
を
設
定
、

移
転
す
る
方
法
が
あ
り
、
地
域

ぐ
る
み
で
農
地
の
集
積
や
集
約

化
を
進
め
る
場
合
は
、
農
地
中

間
管
理
事
業
の
活
用
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
が
相

談
窓
口
と
な
り
、
農
地
の
確
保

に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
人
的

支
援
に
つ
い
て
も
、
前
向
き
に

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
内
の
荒
廃
農
地
な
ど
を
活

用
し
て
農
作
物
を
生
産
し
、
本

市
な
ら
で
は
の
大
月
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
育
成
す
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
地
域
の
農
業

を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
に
、
農
作
物
の
販
売
を
目

的
と
し
た
生
産
の
拡
大
を
行
う

な
ど
、
や
る
気
の
あ
る
生
産
者

の
皆
様
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q 

市
内
事
業
者
の
経
営
状
況
を

　  

ど
う
認
識
し
て
い
る
か

A 

飲
食
業
な
ど
の
対
面
サ
ー
ビ

A 

ス
業
に
お
い
て
は
依
然
と
し

A 

て
苦
し
い
状
況

私
は
、
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
に
伴
う
事
業
者
支

援
策
に
輪
を
か
け
て
、
大

月
市
独
自
に
、
給
付
額
も

予
算
規
模
も
思
い
切
っ
た

経
済
支
援
を
検
討
す
べ
き

だ
と
思
う
。

そ
こ
で
、
政
策
転
換
を
図

る
た
め
の
前
提
と
な
る
コ

ロ
ナ
経
済
不
況
で
の
市
内

事
業
者
の
経
営
状
況
に
関

一  

般  

質  

問

況
や
資
金
繰
り
が
回
復
し
た
と

は
捉
え
て
お
ら
ず
、
小
規
模
事

業
者
に
お
い
て
は
こ
れ
以
上
の

返
済
負
担
を
負
え
な
い
と
い
っ

た
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
も
う

か
が
え
、
飲
食
業
な
ど
の
対
面

サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
は
回
復

が
遅
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て

苦
し
い
状
況
で
あ
る
と
い
う
認

識
で
し
た
。

　

そ
れ
に
加
え
、
本
市
が
今
回

の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の

区
域
と
な
っ
た
こ
と
で
、
飲
食

店
に
つ
い
て
は
休
業
要
請
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
す

ま
す
状
況
は
悪
化
し
て
い
ま
す
。

飲
食
店
へ
の
休
業
等
要
請
協
力

金
は
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

は
一
時
し
の
ぎ
で
あ
り
、
逆
に

店
が
開
け
ら
れ
な
い
、
仕
事
が

で
き
な
い
な
ど
、
や
る
気
を
そ

ぐ
よ
う
な
精
神
的
な
つ
ら
さ
も

重
な
り
、
感
染
の
長
期
化
で
先

行
き
も
見
通
せ
な
い
中
、
事
業

継
続
の
断
念
な
ど
も
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
地
域
の
実
情
、
費
用

対
効
果
及
び
財
政
状
況
な
ど
を

勘
案
し
な
が
ら
市
内
事
業
者
の

支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答

答

 

産
業
建
設
部
長

山
梨
県
の
飲
食
店
等
へ
の

休
業
等
要
請
協
力
金
は
当

然
で
す
が
、
外
出
自
粛
等

に
よ
る
消
費
減
退
の
マ
イ

ナ
ス
は
、
飲
食
業
だ
け
に

限
り
ま
せ
ん
。
大
月
市
に

は
、
困
っ
て
い
る
全
業
種

の
市
内
事
業
者
へ
の
経
済

支
援
を
進
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
事
業
者

支
援
分
の
総
額
約
２
、  
３
０
０

万
円
を
財
源
と
し
、
県
か
ら
の

休
業
等
協
力
要
請
に
応
じ
て
休

業
等
を
実
施
し
て
い
る
飲
食
店

等
に
対
し
て
、
ま
た
業
種
や
地

域
を
問
わ
ず
に
、
こ
の
影
響
を

受
け
て
売
上
げ
が
減
少
し
、
国

の
一
時
支
援
金
や
月
次
支
援
金

の
交
付
決
定
を
受
け
た
事
業
者

に
対
し
て
も
市
独
自
の
給
付
金

と
し
て
事
業
継
続
の
支
援
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
の
総
務
部
長
答

弁
の
中
で
、  

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
保
証
融
資
制
度
の
申
請
件

数
に
つ
い
て
お
答
え
し
た
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

安
易
に
件
数
の
減
少
が
経
営
状

市
長
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問

問

問

問        
が
ん
ば
ろ
う
大
月
‼  

休
業
等
要
請
協
力
支
援
金

案
内
チ
ラ
シ
（
大
月
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

大
月
市
の
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
へ
の
支
援

策
は

Ｑ
業
種
や
地
域
を
問
わ
ず

に
市
独
自
の
給
付
金
を

検
討

Ａ

す
る
認
識
に
つ
い
て
、
改

め
て
質
問
す
る
。

　

庁
舎
を
現
在
の
場
所
に
建
て

ザ
ク
ロ
の
実

日本共産党　所属
藤本　実

　

議
員
提
案
の
ザ
ク
ロ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
内
で
は
ほ
と
ん

ど
栽
培
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た

市
内
優
良
農
地
の
荒
廃

対
策
と
し
て
、
ザ
ク
ロ

栽
培
に
対
し
、
市
の
支

援
は

Ｑ
生
産
者
の
皆
様
の
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い

Ａ



編集後記
職員による不祥事が続き非常に残念
であり遺憾である。今回も福祉関係
の職場で、誰よりも「市民」に寄り
添い、親身に対応しなければならな
い職場でもある。
議員は原因および、動機については
聞き及ばないが、職場内のコミュニ
ケーションは図られていたのか。
部下の仕事状況を把握し、風通しの
良い職場づくりが大事である。この
機会にもう一度「チーム大月市」を
つくり市民の信頼を勝ち取って頂く
ことを望む。 （担当　西室　衛）
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委　　員 　鈴木　基方
委　　員 　安藤　久雄
委　　員 　志村　和喜

議会日誌
８月（後半）

17 日

25 日

30 日

１日

 大月市議会議員定数等調査特別委員会
 議員定例懇談会
 議会運営委員会

 決算審査特別委員会

 議会運営委員会

 全員協議会

あなたも
本会議を傍聴しませんか

Editorial n
ote

議会の傍聴は、傍聴券に住所・氏名など
を記入するだけで出来ます。 
詳しいことは議会事務局へお問い合わせ
ください。
※コロナウイルス感染拡大の状況により
自粛をお願いする場合があります。

市議会広報委員会からのお知らせ
市議会広報委員会では、市民の皆様に親しまれ、愛される紙面づくり
に努めておりますが、さらに見やすく、読みやすい紙面づくりのために、
市民の皆様の貴重なご意見・ご感想を議会事務局までお寄せ下さい。

12 月定例会の日程（予定）
●開 会 日
●代表質問　　　  
●一般質問
●一般質問（予備日）　　　  
●閉 会 日　　　  

※詳細は議会事務局にお問い合わせく
ださい。

  11 月 30 日

  12 月 15 日

  12 月 16 日
  12 月 22 日

 令和３年第４回市議会定例会  開会

 市議会広報委員会
 社会文教常任委員会
 決算審査特別委員会
 決算審査特別委員会

９月

 山梨県市議会議長会第 266 回定期総会
 令和３年度第１回大月市地域包括ケア推進会議

10 月

11 月（前半）

この市議会だよりは、環境保護のため、再生紙・植物性インキを使用しています。

 決算審査特別委員会

 全員協議会

28 日
27 日

21 日

17 日  総務産業常任委員会

 令和３年第４回市議会定例会  閉会

20 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
19 日  議員定例懇談会

 令和３年第２回山梨県後期高齢者医療広域連合議会定例会

 市議会広報委員会
10 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 全国市議会議長会第 225 回理事会・第 111 回評議員会合同会議

15 日  代表質問・一般質問

24 日

議員はあいさつ状（年賀状など）を出す
   ことが公職選挙法で禁止されています。
　（自筆による答礼は除く）

１日

22 日
25 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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